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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

市
民
め
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
、
市
制
施
行
四
十
五
周
年
の
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
を
、五
万
市
民
の
皆
様と
共
に
祝
福

す
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
一
干
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
こ
の

時
期
に
市
政
を
担
う
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
と
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
、
五
所
川
原
市
に
お
け
る
昨
年
一
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず
ー
つ
に

は
当
市
の
 
「立侯
武
多
の
運
行
」
が
、
助
地
域
活

性
化
セ
ン
タ

ー
と
全
国
五
十
五
の
新
聞
社
で
共
催

す
る
第
三
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
の
 
「優
秀

賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、
 

夏
ま
つ
り
で
の
立
伎
武
多
の
運
行
経
路
が
「
中
心

商
店
街
を
一
周
す
る
約
一
・
五
キロ
」
に
、
運
行

期
間
も
一
昨年
よ
り
二
日
間そ
れ
ぞ
れ
延
長
さ
れ
、
 

ま
た
、
そ
の
台
数
も
二
台
に
増
え
、
こ
れ
に
虫
お

く
り
ゃ
花
火
大
会
、
火
ま
つ
り
等
を
加
え
た
夏
ま

つ
り
全
体
の
人
出
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
 
 

あ
り
百
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
は
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
活

彩
あ
お
も
り
大
祭
典
9
9」 
に
、立
侵
武
多
「
鬼
が

来
た
」
が
出
陣
、
ド
ー
ム
内
を
初
運
行
し
、
来
場

さ
れ
た
約
四
十
五
万
人
の
首
都
圏
の
お
客
様
に他

を
圧
倒
す
る
存
在
感
と
五
所
川
原
市
民
の
心
意
気

を
示
し
、
大
い
に
当
市
の
知
名
度
を
高
め
て
く
れ

ま
し
た
。
開
催
二
日
目
に
は
「常
陸
宮
妃
華
子様
」
 

も
お
出
で
に
な
ら
れ
、
立
侵
武
多
に
対
す
る
お
褒

め
の
言
葉
を
賜
り
、
大
変
う
れ
し
く
、
ま
た
光
栄

に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
 

二
つ
に
は
、米
と
り
ん
ご
を
主
体
と
す
る
農
業

が
ま
ず
ま
ず
の
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
J
Aご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協
女

性
部
が
、
生
鮮
野
菜
や
果物
を
市
民
に
提
供
し
、
 

同
時
に
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に役
立
て
よ
う
と

農
産
物
直
売
所
「
や
さ
い
s
U
N
プ
ラ
ザ
」
を
オ
 

ー
プ
ン
さ
れ
た
こ
と
は
、新
し
い
試
み
と
し
て
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

三
つ
に
は
、多
様
化
し
つ
つ
あ
る
広
域
行
政
需

要
に
適
切
か
つ
効
率
的
に対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
 

当
市
を
中
心
と
す
る
西
北
五
地
域
十
四
市
町村
が

連
携
・
協
力
し
て
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
」
 
 

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
年
四
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
介
護
保
険
制
度
」
 
に対
応
し

た
介
護
認
定
審
査
会
の
設
置
を
は
じ
め
、
今
後
、
 

広
域
行
政
の
中
心
的役
割
を
果
た
して
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
業
界
で

も
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り
県
内

で
初
の
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
商
工
連
合
」
が
設

立
さ
れ
、
商
工
業
の
発展
を
広
域
的
視
点
か
ら
検

討
・
実
行
し
協
調
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れま
し
た
。
 

こ
れ
ら
と
と
も
に
、
「市
道
西
部
五
五
号
線
（
ハ

イ
カ
ラ
町
）
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
及
び
「国
道

三
三
九
号

（
田
町ー
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
間
の
西北
中

央
病
院
側
約
七
百
メ
ー
ト
ル
）
の
融
雪
機
能
を
併

せ
持
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
本年
三
月
完
成
予

定
）」
、医
療
関
係
で
は
西
北
中
央
病
院
で
の
「循

環
器
系
X
線
診
断
シ
ス
テ
ム
等
の
医
療
設
備
の
充

実
」
、
男
女
共
同
参
画社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
女
性
を
対
象
と
し
た
「
模
擬
議
会
」
 
の
開催
や

八
回
に
わ
た
る
「
市
政
講
座
」
 
の
開
催
、
 
「み
な

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」
 
の
完成
、
 「県
総

合
防
災
訓
練
」
 
の
開
催
、
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

施
設
「
サ
ン
・
ビ
レ
ッジ
」
 
の
完
成
等
、
市
民
生

活
に
関
わ
り
の
深
い
多く
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
様
の
御
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
 

そ
し
て
本
年
は
、
 「（
仮称
）
立侵
武
多
の
館
」
 

の
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
 「（
仮称
）
つ
が

る
克
雪
ド
ー
ム
の
本
体工
事
の
着
工
」
、「地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
建
設」
、
 「松
島
団
地
市
営
 
 

住
宅
の
建
て
替
え
」
及
び
「松
島
会
館
の
完
成
」
、
 

西
北
中
央
病
院
で
の
「
R
I
（
核
医
学
検査
装
置
）
 

の
最
新
機
器導
入
に
よ
る
高
度
医
療
設
備
の
充
実」
、
 

「チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（約
六
百
台
）
貸
付
事
業

の
実
施
」
、
 「情
報
公
開
条
例
の
施
行
」
等
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
 

今
後
ま
す
ま
す
増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

応
え
て
い
く
た
め
に
、常
に

「
ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
 
の
考
え
を
基
本
と
し
、
 「最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
よ
う
努
め
て

参
る
と
と
も
に
、
一
干
一
世
紀
に向
け
て
一
層
の

発
展
を
図
る
べ
く
「
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
五
所

川
原
」
を
目
指
し
、全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
 

本
年
は
「
辰
年」
 
であ
り
ま
す
。
 「竜
天
に
昇

る
」
と
い
う
こ
と
ば
に
あ
や
か
っ
て
、
当
市
も
そ

の
よ
う
な
勢
い
の
ある
年
と
な
る
よ
う
市
民
の
皆

様
と
共
々
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
一
層
の
御
支
援
・御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
しあ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
 

御
家
族
お
揃
い
で
ま
す
ま
す
お
健
や
か
で
、幸
せ

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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全
天
候
型
多
目
的
ド
ー
ム
と
な
る
（
仮
称
）
 

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
は
、
観
覧
席
約
三
百
四
十

席
、
土
の
グ
ラ
ン
ド
を
採
用
し
ト
ラ
ッ
ク
競
技

や
野
球
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
 ま
た
、
特
長

と
な
る
屋
根
は
自
然
採
光
を
取
り
入
れ
、
岩
木

山
に
向
か
っ
て
ド
ー
ム
南
面
が
開
放
さ
れ
ま
す
。
 

本
年
四
月
よ
り
は
じ
ま
る
新
し
い
社

会
保
険
「
介
護
保
険
制
度
」
。
 介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
市
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
介
護
予

防
対
策
や
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り

生
活
支
援
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

ま
た
、
介
護
者
の
心
と
体
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
各
種
講
座
・
集
い
を

実
施
す
る
な
ど
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

が
連
携
す
る
、
き
め
細
や
か
な
総
合
的

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
の
幕
開
け

を
、
御
家
族
揃
っ
て
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
市
制
施
行
四
十
五
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
に
あ
た
り
、
当
市
に
お
い
て
は
初
め
て
の
 
「女

性
模
擬
議
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
記
念
行
事

も
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
御
同
慶
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
種
々
の

景
気
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
引
く
不
況
は
一

向
に
回
復
す
る
様
子
も
な
く
、
地
域
全
体
が
元
気

を
失
い
か
け
て
い
る
中
、
二
年
目
を
迎
え
た
 
「立

侯
武
多
」
を
主
体
と
し
た
夏
ま
つ
り
に
は
、
県
内

外
よ
り
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
観
光
客
が
訪
れ
、
 

経
済
的
に
も
大
き
な
波
及
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
 

低
迷
す
る
地
域
経
済
に
と
っ
て
明
る
い
材
料
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
c
 

市
に
お
い
て
は
、
ま
つ
り
期
間
中
の
み
な
ら
ず

通
年
で
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
展
示
施
設
の
整
備

等
、
 「
立
侯武
多
」
を
核
と
し
た
観
光
行
政
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
 

今
後

一
層
の
進
展
を
図
る
た
め
に
は
、
周
辺
町
村

の
観
光
資
源
と
連
動
し
、
当
市
を
拠
点
と
し
た
滞

在
型
広
域
観
光
へ
の
取
り
組
み
が
、
津
軽
地
域
全

体
の
活
性
化
の
為
に
も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

幸
い
昨
年
三
月
、
西
北
五
津
軽
地
域
の
十
四
市

町
村
で
構
成
さ
れ
る
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
」
 

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
広
域
観
光
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
政
治
、
経
済
、
教
育
等
多
方
面
に
わ

た
り
広
域
的
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

地
方
公
共
団
体
は
、
今
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
 
「
介護
保
険
制
度
」
の
実
施
に
よ
る
新
た
な

行
政
需
要
の
発
生
、
 「
地
方
分
権
一
括
法
」
 
によ

る
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
や
国
か
ら
の
権
限

委
譲
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
自
己
決
定
と
自
己
責

任
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
役
割
と
責
務

は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
」
 

の
た
め
、
よ
り
自
主
性
、
自
立
性
を
高
め
、
行
政

の
広
域
化
、
議
会
の
活
性
化
、
住
民
参
加
の
拡
大

化
な
ど
新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
確
立
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
の
機
能
強

化
、
議
会
審
議
の
公
開
性
の
向
上
等
に
努
め
る
と

と
も
に
行
政
並
び
に
市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ

て
、
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
個
性
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
 

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

「分
権
型
社
会
 

へ
の
対
応
」
 

五
所
川
原
市
議会
議
長
 
前
 
田
 
清
 
勝
 



ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
原
か
お
り
後
援
会
（
小
野
勝
章
会
長
）
廿
寄
贈
（
車
椅
子
一
台
）
。
 

〇
布
施
病
院
テ
イ
ケ
ア
ご
一
同
様
廿

一
一
万
円
。
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
（
吉
田
直
司
所
長
）
廿
十
万
円
。
 

〇
美
し
い
き
も
の
・
京
染
み
つ
わ

（
中島
美
津
子
代
表
）
廿
五
万
円
。
 

＠
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
黒
石
市
遠
光
寺
（
江
利
山
義
隆
住
職
）
、五
所
川
原
市
法
永
寺
 
（小
山
田
顕
裕
住
 

職
）
、中
里
町
弘
法
寺
（
三
浦
泰
昭
住
職
）
、大
鰐
町
妙
徳
寺
（
小
山
威
光
住
職
）
 

廿
慰
間
（
法
要
・
法
話
、
ゲ
ン
ト
ウ
機
ス
ラ
イ
ド
鑑
賞
）
。
 

〇
青
森
県
日
蓮
宗
社
会
教
化
事
業
協
会
（
江
利
山
義
隆
代
表
）
廿
寄
贈
 
（
お菓
子
 

八
十
袋
）
。
 

〇
飯
詰
小
学
校
（
伊
藤
功
校
長
）
五
年
生
二
十
人
廿
慰

問
（
入
園
者
と
と
も
に
ち
 

ぎ
り
絵
作
り
）
。
 

〇
鶴
ケ
岡
小
学
校
（
中
谷
文
武
校
長
）
廿
慰
問
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
と
入
園
者
と
の
 

手
足
運
動
）
。
 

⑨
市
役
所
へ
 

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
一
戸
千
代
三
郎
会
長
）
廿
寄
贈
（
年
賀
ハ
ガ
キ
 

八
百
枚
）
。
 

〇
有
限
会
社
ァ
ー
ト
印
刷
廿
寄

贈
（
立
侵
武
多
カ
レ
ン
ダ
ー
三
百
二
十
本
）
 

《
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こ
の
た
び
、厚
生
省
は
本
年
度
の
「
社

会
福
祉
功
労
厚
生
大
臣
表
彰
」
と

「
身

障
者
福
祉
法
制
定
五
十
周
年
記
念
厚
生

大
臣
特
別
表
彰
」
を
発
表
し
、
当
市
か

ら
は
「
社
会
福
祉
事
業
施
設
の
長
・
社

会
福
祉
事
業
団
関
係
功
労
者
」
に
坂
崎

節
子
さ
ん
、渋
谷
と
く
さ
ん
の
両
名
が
、
 

「
身
障
者相
談
員
功
労
者
」
に
松
本
一

男
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

社
会
福
祉
事
業

施
設
の
長
・
 

社
会
福
祉
事
業
団
関
係

功
労
者
 

坂
崎
 
節
子
さ
ん
 

松
島
町
四
丁
目
 

‘

章
甲
 

坂
崎
節
子
穀

あ
4
たは
多
午
・
わA
り
社
会

福
社
事事
鼻
貴h
長
と
l
で

社
舎一
社め増
連に
貢献
（
れ

そ
品
《
は
拭に顕
着
c
‘
の
か

あ
り
，す
 

よ
っで
三
に‘
糾
し・
中
 

，
 佐1
 斗
●
 
“
 

H
 

り
ま
苫‘
柳
叫
H
八
 

受
賞
者
の
声
 
四
十
四
年
間
保
育
に
携

わ
り
、子
ど
も
達
を
面
倒
み
て
き
た
こと

が
評
価
さ
れ
大
変
う
れ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
あ
っ
た
延
長
保
育
、
休
日

保
育
な
ど
を
実
施
し
て
、
 一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
に
接
し
原
点
に
帰
り
地
域

と
密
着
し
な
が
ら
助
け
合
う
姿
勢
で
や

っ
て
い
き
た
い
。
 

受
賞
者
の
声
 
最
初
は
、
子
ど
も
の
声

が
う
る
さ
く
て
だ
め
だ
っ
た
が
、
今
で

は
声
が
聞
こ
え
な
い
と
眠
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
周
り
の
先
生
方
に
支
え
ら

れ
、
み
ん
な
と
同
じ
気
持
ち
で
協
調
し

な
が
ら
地
道
に
積
み
重
ね
た
結
果
で
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

身
障

者
相
談
員
功
労

者
 

松
本
 
一
男
さ
ん
 

川
端
町
 

受
賞
者
の
声
 
昭
和
四
十
三
年
に
県
身

障
者
相
談
員
に
就
任
以
来
、
市
身
障
者

福
祉
会
会
長
も
務
め
な
が
ら
長
年
地
域

の
障
害
を
も
つ
人
達
の
環
境
改
善
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
障
害

者
の
人
が
街
に
出
れ
る
よ
う
行
政
と
の

懸
け
橋
と
し
て
声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
 

,
 

第
十
八
回
市
内
小
学
校
な
わ
と
び
大
会
 

師
走
の
一
日
を
 

ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く
 

十
二
月
十
九
日
、
第
十
八
回
市
内
な

わ
と
び
大
会
が
、
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
運
動
に
親
し
み
な
が
ら

子
ど
も
達
の
親
睦
を
温
め
、
な
わ
と
び

の
記
録
を
延
ば
し
て
も
ら
お
う
と
五
所

川
原
市
小
学
校
体
育
連
盟
が
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
市
内
十
六
小

学
校
か
ら
、
昨
年
よ
り
八
十
人
多
い
千

三
百
四
十
二
人
の
児
童
が
参
加
し
日
頃

鍛
え
た
技
で
二
重
跳
び
や
時
間
跳
び
、
 

そ
し
て
サ
イ
ド
ク
ロ
ス
、
あ
や
跳
び
、
 

交
差
跳
び
を

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
小
学
校
対
抗
の
長
縄

跳
び
が
始
ま
る
と
集
ま
っ
た
父
母
か
ら

は
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
、
子
ど
も
達
は

師
走
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
 

装
纏
功
労
序
生
大
臣妻
髪
難
等
競
 

身
障
喜
鷲
畑
麗
繰
を
松
本
一
男さ

ん
 

渋
谷
  
と
く
さ
ん
 
金
山

字
盛
山
 



」
ひま
わ
り
母
親ク
ラ
ブの
「
ふれ
あ
い
昼
食
サ
ー
ビ
ス
」
 

”
 
・
●
●
…
・
今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 一 

一
一
十
一
世
紀

を
担
う
地
域
の
宝
 

オルテンシア1月の催し物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL (33) 2111 

日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
  

10 月
  

平成12年 成人式 14:00 関係者 

30 日
  

ご入学おめでとう 大会 13:00 整理券 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

16 日
  

KA I MAIピアノ 

教室発表会 
13:30 無 料 

22 土
  

青木和雄講演会 
「ハッピーバースデー 

命かがやく瞬間」 

18:30 前売 

300円 

23 日
  

ウインターRCレース 10:30 無 料 

27 木
  

河川工法講演会 14:00 無 料 

30 日
  

ウインターRCレース 10:30 無 料 

五所川原市役所 合35-2111 5 平成12年1月1日 

七
和
地
域
住
民
協
議
会
（
松
山
奥
七

郎
会
長
）
が
昨
年
よ
り
行
っ
て
い
る
、
 

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
品
贈
呈
式
が
、
十

二
月
十
二
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

七
和
で
行
わ
れ
、
今
年
は
十
四
名
の
赤

ち
ゃ
ん
に
ア
ル
バ
ム
、
生
ま
れ
た
日
の

新
聞
、
手
形
・
足
形
の
台
紙
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

同
事
業
は
近
年
の
少
子
化
傾
向
の
中

地
域
を
あ
げ
て
祝
福
し
よ
う
と
始
ま
っ

た
も
の
で
、
謝
辞
を
述
べ
た
佐
々
木
秀

行
さ
ん
は
 
「
今
日の
日
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
子
に
育
て

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
 
と
地域
の
あ
た

た
か
い
配
慮
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
 

介
護
者
の
い
の
ち
と
 

健
康
を
考
え
る
 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
開
催
 

介
護
す
る
人
の
休
養
力
を
育
て
る
こ

と
は
、
心
と
身
体
の
安
定
に
つ
な
がり
、
 

や
さ
し
い
介
護
の
提
供
に
つ
な
が
る
と

し
て
、
 「
介護
者
の
い
の
ち
と
健
康
を

考
え
る
」
 
シ
ン
ポ
ジ
ュウ
ム
が
、
十
一
一

月
八
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
に
は
森
の
イ
ス
キ

ァ
主
宰
で
あ
る
佐
藤
初
女
さ
ん
の
ほ
か

三
名
が
参
加
、
 「
介護
者
が
心
と
身
体

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
生
き
方
に
誇
り
と

楽
し
み
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
 
「
介護

す
る
人
の
苦
し
み
を
聞
い
て
あ
げ
る
ケ

ア
も
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
に
、
客
席

の
参
加
者
は
介
護
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
い
ま
し
た
。
 

冬
将
軍
を
退
治
す
る
た
め
 

市
除
排
雪
対
策
本
部
 

結
団
式
 

今
年
も
、
市
民
の
生
活
道
路
確
保
の

た
め
、十
二
月
十
五
日
、市
内
広
田
の
市

除
排
雪
対
策
本
部
に
お
い
て
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
の
中
で
は
菊
池
助
役
が

「
作
業
は

夜
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
事
故

と
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
 
と
挨拶
し
、
作
業
員
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
に
移
動
し
た
作
業

員
は
、
五
所
川
原
警
察
署
交
通
課
か
ら

講
師
を
招
い
て
安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
 

作
業
の
安
全
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
ひ
ま
わ

り
母
親
ク
ラ
ブ

（
藤
林
百合
子
代
表
、
 

会
員
八
十
名
）
が
、
十

一
月
十
七
日
、
 

下
平
井
町
の
一
人
暮
ら
し
の
老
人
宅
に

あ
た
た
か
い
お
弁
当
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

同
サ
ー
ビ
ス
は
今
年
で
八
年
目
、
地

域
の
民
生
委
員
で
あ
る
高
杉
ふ
み
さ
ん
、
 

服
部
秀
子
さ
ん
の
協
力
で
三
十
戸
を
訪

問
し
た
会
員
は
「
風
邪
を
ひ
か
な
い
で

ね
」
 
と
言葉
を
か
け
な
が
ら
、
心
の
こ

も
っ
た
お
弁
当
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
 



平成11年12月7日 ＠特別委員会 

平
成
十
一
年
五
所
川
原
市
議
会第
七
回
定
例
会
が
、
十
ニ
月
七
日
か
ら
ニ
十

日
ま
で
十
四
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
十
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
や
平
成
十
一
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
一
一
十
ニ議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承

認
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

人
事
案
件
で
は
、
教
育
委
員
の
冨
田
重
照
さ
ん
の
選
任
案
が
提
出
さ
れ
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
き
社
会
福
祉
、
医
療
技
術
な

ど
の
特
別
な
人
材
養
成
に
係
わ
る
大
学
を
誘
致
す
る
た
め
、
大
学
誘
致
促
進
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

姐
 

8
  

清
幸
 

前笠
吉
 
田
井

岡
 
勝
市
浩
 
山
東
大
 
孝
茂

欽
 
夫
美也

 

口
 

野
 

大学誘致促進 長谷川清勝 櫛弓に1,キ子 

選任 平成11年12月7H 

選任 平成11年12月7日 

〇議会運営委員会 

⑨常任委員会 

委 員 会名 定数 委 員 長 副委員長 委 員 

議 会 運 営 「ー
  

木村清一 東 茂美 

櫛引コ一キ子 

山口孝夫 

阿部春市 

寺田達也

笠井幸市 

委 iI 会名 定数 委 員 長 副委員長 委 

総 	務 6
  

福士寛美 笠井幸市 
引
  

櫛
東
 
キ

茂
 
子
美
 
前
葛
 
田
西
 
清
収
 
勝
一
一

一
 

ュ
 
ー
 
 

経 6
  

野呂国四郎 山口孝夫 
阿部春市 	葛西ノリエ 

平山則雄 

民 	生 6
  

稲葉好彦 松野武司 
寺田武造

木村清一 

寺田達也

斉藤一郎 

建 6
  

川浪茂浩 磯辺勇司 
平山秀直

長谷川清勝 

吉岡 	浩 

大野欽也 

平成12年1月1日 6 五所川原市役所 合35-2111 

康
 
』

電
 
平
成
十
一

年
 

尋
醐
 
‘
，
 
第
七
回
定例
A

云
 

一
可
決
・
承
認
さ
れた
議
案
 

▽
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
一
 

一
▽
専
決
処
分
の
承
認
を求
め
る
こ
と
に
  

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
一
 

ー
 つ
い
て
（
平
成
十
一年
度
五
所
川
原
  

算
 

一
 

一
 
市
一般
会
計
補
正
予
算
）
 
▽

平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市老
人
保
一

一
▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会計
 

健
特
別
会
計
補
正
予
算
  

一
 

一
 
歳
入歳
出
決
算
に
つ
い
て
 
▽

平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
立
高
等

一

一
▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
 

看
護
学
院
特
別
会
計
補
正
予
算
 

一

一
 保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
 

▽
平
成
十
一
年度
五
所
川
原
市
下
水
道
一

一
 
決算
に
つ
い
て
 
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
 

一

一
▽平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
老
人
保
健
 
▽

平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
一
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

業
会
計
補
正
予
算
 

一
 

一
▽平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
立
高等
看
 
▽

平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用

一

一
 護
学
院
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
 

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
 

一
 

一
 つ
い
て
 

▽
五
所
川
原
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

ー
▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
下
水
道
事
 

ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
一

一
 
業
特別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
 

例
案
 

一

一
 
て
 

▽
五
所
川
原
市
集
会
所
設
置
条
例
の
一
一

一
▽平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
農
業
集
落
 

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

一

一
 排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 
▽

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（三
件
）
一

一
 
につ
い
て
 

▽
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
一

一
▽平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
公
共
用
地
 

条
例
及
び
五
所
川
原
市
職
員
の
育
児
一

一
 先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
 

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
一

一
 決
算
に
つ
い
て
 

正
す
る
条
例
案
 

一

一
▽平
成
十
一
年度
五
所
川
原
市
一
般
会
 

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
一

一
 
計補
正
予
算
 

一
 
・
一
般
会
計
は
、
八
億
二
千
三
百
九
 

議
員
提
出
議
案
 

一
 

一
 
十
二
万
九
千
円
を
増
額
し
て
総
額
 

マ
私
学
助
成
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
 
一

一
 
二
百
十
八
億
九
千
五
百
三
万
九
千
 

一

一
 
円
に
。
 

一
 

④
＠
②
⑩
⑩
②
⑥
⑧
⑩
 

自
動
的
に
回
転
灯
に
点
灯

音
声
で
呼
び
か
け
 

」
夢」
 

最
近
特
に
交
通
量
が
増
え
た
南
小
学

校
の
入
り
口
に
冬
の
交
通
安
全
運動
期

間
前
日
の
十
二
月
十
日
、
五
所
川
原
交

通
安
全
協
会
五
所
川
原
支
部
（
境
谷
定

雄
支
部
長
）
が
交
通
安
全
の
啓
蒙
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
看
板
は
、
国
内
で
初
め
て
の
音

声
と
光
に
よ
る
看
板
、「忘
れ
て
い
ま
せ

ん
か
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
な
ど
の
標
語
を

点
灯
し
な
が
ら
音
声
が
出
る
も
の
で
タ

イ
マ
ー
に
よ
り
動
き
ま
す
。
考
案
者
の

坂
本
三
蔵
さ
ん

（
西
北五
発
明
研
究
会

顧
問
）
は
、十
七
年
前
に
妻
を
交
通
事

故
で
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
一
件
で
も

事
故
を
な
く
す
の
に
協
力
し
た
い
と
ー
ー
 

カ
月
で
考
案
し
製
作
。
 「子
ど
も
達
の

事
故
防
止
に
少
し
で
も
役
立
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
坂
本
さ
ん
は
交
通
安
全
に
つ

い
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

《
 



Inf⑨m、ati⑨n 
市
民
民
謡
教
室
 

参

加
者
募

集
 

市
教
育
委
員
会
 
生涯
学
習
課
 

内
線
5
5
6
 

国
民
健
康
保
険
の
 

適
正
運
営
に
ご
協
力
を
 

国
保
年
金
課

内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？

病
気
に
な
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
、
日
本
で
は
い
ず
れ
か
の
医

療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
（
国民
皆
保
険
制
度
）
 

と
く
に
国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
と
違
い
、
加
入
や

脱
退
な
ど
各
種
手
続
き
を
各
自
の
責
任

で
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
転
職
や
退
職
な
ど
で
ど
の
医
療

保
険
に
も
加
入
し
て
い
な
い
と
い
う
人

は
、
す
み
や
か
に
国
民
健
康
保
険
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

冬
休
み
子
ど
も
の
集
い
 

五
所
川
原
市
立
図
書
館
 

容
（3
4)
4
3
34
 

●

1
月
1
6日
回
 
1
0時

、
1
2時
 

市
立
図
書
館
 
2
階
閲
覧
室
 

◇
内
容
 

「
親子
川
柳
教
室
」
 

親
子
で
も
、
祖
父
母
と
孫
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
大
人
と
子
ど
も

（小
学
生

以
上
）
が
対
象
で
す
。
賞
品
も
で
ま

す
の
で
楽
し
い
で
す
よ
。
 

◇
講
師
 
加
藤
彩
人
先
生
 

◇
準
備
す
る
も
の
 

「
親子
」
と
いう
題
の
川
柳
を
1
人
2
 

句
ず
つ
書
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。（メ

モ
用
紙
に鉛
筆
書
き
で
構
い
ま
せ
ん
）
 

※
父
、
母
、
子
に
つ
い
て
の
句
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
人
員
 
5
0名
 

農
家
の
皆
さ
ん
 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
 

申
請
書
の
提
出
を
お
忘
れ
な
＜
 

五
所
川
原
市
若
年
者

雇
用
奨
励
金
交
付
申
請

手
続
き
の
ご
案
内
 

ー
創
作
民
謡
を
う
た
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎
、
 

●

1
月
1
1日
、
1
月
2
5日
、
2
月
8
日
、
 

2
月
2
2日
、
3
月
1
4日
、
3
月
2
8日

の
各
火
曜
日
 

1
0時

、
1
1時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
講
師
 
市
伝
統
文
化
功
労
賞
受
賞
者
 

長
尾
武
一
さ
ん
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
 

だ
さ
い
。
 

市
農
業
委
員
会
 

内
線
2
4
1
、
2
4
3
 

選
挙
人
名
簿
登
載
資
格
者
は
1
月
7
 

日
ま
で
に
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
行

政
連
絡
員
（
旧
市
内
の
方
は
農
事
実
行

組
合
長
）
に
お
渡
し
す
る
か
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
名
簿

に
登
載
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

商
工
観
光
課
 

内
線
3
9
4
 

平
成
1
1年
1
0月
1
日
か
ら
平
成
1
2年
 

3
月
末
日
ま
で
に
2
5歳
未
満
の
若
年
者

を
新
規
に
雇
い
入
れ
、
1
年
以
上
継
続

し
て
雇
用
し
、
事
業
所
の
労
働
者
が
増

え
て
い
る
な
ど
、
 一
定
の
用
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
、
増
員
と
な
っ
た
若
年
者
 

1
人
に
つ
き
2
0万
円
を
市
か
ら
事
業
主

に
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
常
用
労
働
者
 
 

の
う
ち
6
0歳
以
上
で
定
年
退
職
し
た
者

及
び
6
0歳
以
上
で
自
己
都
合
に
よ
り
離

職
し
た
者
の
補
充
の
た
め
に
雇
用
し
た

場
合
、
事
業
所
の
常
用
労
働
者
の
数
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
若
年

者
1
人
に
つ
き
1
0万
円
を
交
付
し
ま
す
。
 

平
成
1
2年
2
月
、
3
月
に
若
年
者
を

雇
用
す
る
場
合
は
、
見
込
み
人
数
で
申

請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

●

申
請
期
問
 
1
月
4
日
因
、
1
月
3
1
 

日
卿
 
9
時

ー
1
6時
 

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。
 

◇
提
出
書
類
 

雇
用
奨
励
金
交
付
申
請
書
  
1
部
 

※
商
工
観
光
課
に
て
配
布
し
ま
す
。
 

平
成
1
2年
度
訓
練
生

追

加
募

集
案

内
 

青
森
県

立
障
害
者
職

業
訓
練
校
 

容
0
1
7

・2
(3
6)
6
8
8
2
 

◇
募
集
人
員
 

事
務
科
・
製
版
科
 
各
5
名
 

電
子
機
器
科
 

1
0名
 

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
月
6
日
困

、
2
月
1
8日
圏
 

◇
応
募
資
格
 
高
卒
程
度
の
学
力
を
有
 

す
る
方
で
あ
っ
て
障
害
が
安
定
し
、
 

1
年
間
の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
 

を
希
望
す
る
人
。
 

◇
訓
練
期
間
 
平
成
1
2年
4
月
、
平
成
 

1
3年
3
月
ま
で
の
1
年
間
 

◇
応
募
手
続
 
入
校
を
希
望
す
る
人
は

願
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
願
書
は
公
共
職
業
安

定
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

◇
選
考
日
 
当
校
で
応
募
書
類
を
受
付

後
、
1
0日
前
後
の
日
を
指
定
し
、
本

人
に
通
知
し
ま
す
。
試
験
は
筆
記
試

験
、
面
接
及
び
適
正
検
査
で
、当
校
に

お
い
て
実
施
し
ま
す
。
 

今

月
の
二
 

行
政

相
談
日
 

市
民
課
 

内
線
2
2
0
 

●

1
月
1
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

●

1
月
2
7日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
員
 
漬
田
健
司
さ
ん
 

，
、
‘
、
d
n、
‘
、．
“
、
一
“
、
プ
く
‘，
h、
・
、U
n、
．
、g
、
‘、g
、
t
g

、
t
g
、
‘
、U
n、
‘、
 

一
 
一
 

 

農
家
・
林
家
の
皆
様
へ
 

一
 

一
 

統
計
調
査
に
 

一
 

一
  
2
月
1
日
因
現
在
で
 
次の

調
査
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

一
が行
わ
れ
ま
す
。
 

二
2
o
o
o年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
に
 

一
 
我
が国
の
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
 

ー
か
にす
る
調
査
で
す
。
調
査
の
内
容

一
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ
り
固
く
 

一
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
あ
り
の
 

ー
ま
ま
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
一
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五
所
川
原
保
健

所
予
防
課
 

容
（3
4)
2
1
0
8
 

2
0歳
に
な
っ
た
ら
 

国

民
年
金
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

夜
、
眠
れ
な
い
で
騒
い
で
い
る

◇

一
般
精
神
で
は
 

・

ゆ
う
う
つ
 
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・

家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
 

〔老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

1
月
1
1日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

〔
一
般精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

1
月
1
8日
因
 
1
3時

ー
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

◇
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
 

2
0歳
に
な
っ
た
ら
、
加
入
手
続
き
が

必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
市
役
所
の
国
民

年
金
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
保
険
料
を
 

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
よ
う
 

加
入
手
続
き
が
済
ん
だ
ら
、
毎
月
の
 

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
 

ロ
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
経
済

的
理
由
で
納
付
困
難
な
と
き
は
、
保
険

料
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

◇
学
生
も
忘
れ
ず
に
 

学
生
も
2
0歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
加
入

と
な
り
ま
す
。
学
生
に
は
一
般
に
所
得

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
専
用
の
特
別
な

免
除
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

◇
将
来
の
年
金

・
も
し
も
の
年
金

加
入
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、
保

険
料
を
納
め
ず
に
い
る
と
将
来
年
金
が

も
ら
え
な
く
な
っ
た
り
、
も
し
も
の
と

き
の
障
害
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
 

「
 一

・
・
一
 
nノ
」
・
（'v
亡
」・
与
之
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
 
西
北
事
業
部
 

総
務
課
 

廿
（4
2)
3
91
9
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団

（津
軽
事
業

部

・
西
北
事
業
部
共
通
）
で
は
、
平
成
 

1
2・
1
3年
度
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
申
請
を
受
付
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
期
限
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
 
当
企
業
団
が
発
注
す
る
左
記

業
務
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し
よ

う
と
す
る
者
及
び
随
意
契
約
の
方
法

に
よ
り
契
約
の
締
結
を
希
望
す
る
者
。
 

①
建
設
工
事
の
請
負
業
務
 

財
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
・
 

平
成

1
2年
度
大
学

等
 

高
等
学
校
奨

学
生
募
集
 

事
務
局
 
市
教
育委
員
会
学
校
教
育
課
 

内
線

5
5
2
 

本
会
は
、「
優
秀
な学
生
・
生
徒
で
経

済
的
な
理
由
の
た
め
就
学
困
難
な
者
に

学
資
を
貸
与
し
て
、
有
為
な
人
材
の
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
、
お
よ
び
教
育
文

化
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成
、
な
ら
び

に
学
術
研
究
者
等
に
助
成
を
行
い
」
、当

市
に
お
け
る
教
育
文
化
の
発
展
に
尽
く

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
営
し
て
お
り

ま
す
。
 

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
 

「学
資
の
貸
与
事
業
」
 
と
して
本
会
で

は
、
平
成
1
2年
度
大
学
等
奨
学
生
な
ら

び
に
高
等
学
校
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

●

募
集
期
間
 

1
月
1
7日
囲

、
2
月
2
1日
の
 

◇
募
集
人
員
 

大
学
等
奨
学
生
 

1
5人
程
度
 

一nE等
学
校
奨
学
生
 
1
5人
程
度
 

◇
出
願
資
格
 
次
の
全
て
に
該
当
す
る
 

人
に
限
り
ま
す
。
 

・

平
成
1
2年
4
月
に
大
学
等
（
原
則
と

し
て
各
種
学
校
、
専
門
校
は
認
め
な

い
）
ま
た
は
高
等
学
校
に
入
学
予
定

の
人
。
 

・

市
内
在
住
者
の
子
弟
。
 

・

人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀
で
か
つ
健

康
で
あ
る
が
、
経
済
的
な
理
由
の
た
 
 

め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。
 

・

過
去
3
年
間
の
全
教
科
の
平
均
成
績

が
、5
段
階
評
価
で
3
・5
以
上
の
人
。
 

◇
貸
与
金
額
 

①
大
学
等
 
国
公
立
、
私
立
と
も
に
入
 

学
支
度
金
と
し
て
6
0万
円
を
限
度
。
 

②
高
等
学
校
 
国
公
立
、
私
立
と
も
に
 

入
学
金
お
よ
び
授
業
料
相
当
額
。
 

た
だ
し
、
授
業
料
に
つ
い
て
は
月
額
 

1
万
5
0
0
0
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

◇
返
還
期
間
 

①
大
学
等
 
卒
業
の
翌
月
か
ら
6
ケ
月

を
経
過
し
た
後
、
8
年
以
内
。
 

②
高
等
学
校
 
卒
業
の
翌
月
か
ら
1
年

を
経
過
し
た
後
、
奨
学
金
を
受
け
た

倍
の
期
間
内
。
 

◇
出
願
方
法
 
募
集
要
項
な
ら
び
に
奨

学
生
願
書
は
学
校
（
在
学
校
ま
た
は

出
身
校
）
へ
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
学
校
を
経
由
し
て
出
願
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
選
定
 
3
月
上
旬
に
奨
学
生
選
定
委

員
会
に
諮
り
、
「
奨学
生
選
定
基
準
」
 

に
従
い
願
書
等
に
よ
る
書
類
審
査
を

行
い
、
適
格
度
e
高
い
人
か
ら
候
補

者
を
選
定
し
ま
す
。
 

◇
採
否
決
定
の
通
知
 
3
月
中
旬
に
採

否
の
選
定
結
果
を
通
知
い
た
し
ま
す
。
 

◇
出
願
申
込
先
 

市
教
育
委
員
会
内
 
助
五
所
川
原
市

教
育
振
興
会
事
務
局
 

②
測
量
・
設
計
な
ど
の
建
設
関
連
業
務

③
物
品
の
製
造
や
納
入
又
は
警
備
、
清

掃
、
保
安
、
点
検
な
ど
の
受
託
業
務

◇
受
付
期
間
 

1
月
4
日
因

、
2
月
2
9日
因
 

◇
有
効
期
間
 

平
成
1
2年
8
月
1
日
よ
り
2
ケ
年

◇
提
出
先
 

・

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
津
軽
事
業
部
 

黒
石
市
大
字
石
名
坂
字
姥
懐
2
 

。
0
1
7
2
(5
2)
 6
0
3
3
 

・

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部
 

木
造
町
字
若
緑
6
11
1
 

。
0
1
7
3
(4
2)
 3
9
1
9
 

◇
提
出
書
類
 

①
建
設
工
事
の
請
負
業
務
及
び
②
測
量
 

・

設
計
な
ど
の
建
設
関
連
業
務
 

・

建
設
省
の
統
一
様
式
 

③
物
品
の
製
造
や
納
入
又
は
警
備
・
清
 

掃
な
ど
の
業
務
 

・

企
業
団
で
交
付
す
る
書
式
 

※
全
て
A
4
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に

綴
り
込
み
、
表
紙
と
背
表
紙
に
会
社

名
を
記
入
す
る
こ
と
。
③
の
企
業
団

で
交
付
す
る
書
式
を
郵
送
で
請
求
す

る
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼

付
）
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
 

◇
申
請
方
法
 
持
参
、
郵
送
ど
ち
ら
で

も
可
。
郵
送
の
場
合
は
受
付
票
、
返

信
用
封
筒

（切
手
貼
付
）
を
同
封
す

る
こ
と
。
 
（提
出
期
限
後
は
一
切
受

付
致
し
ま
せ
ん
）
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平
成
1
2年
度

五
所
川
原
市
 

合
同
除
厄
祈
願
祭
参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
市
役
所
内
事
務
局

建
築
住
宅
課
ニ
一P
 
淳
内
線
3
3
2
 

下
水
道
課

・
北川
智
章
・内
線
3
1
3
 

福
祉
事
務
所
・
山
谷仁史
・内
線
5
3
3
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

平
成
1
2年
度
 
入
学
案
内
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

学
務
課
 

廿
（3
7)
3
20
1
 

嗣
屍
サ
 

●

2
月
6
日
同
 

祭
事
 
1
3時
、
 
祝
宴
 1
5時

、
1
7時
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

◇
対
象
者
 

・

男
性
 
昭
和
3
4年
4
月
2
日
、
昭
和
 
◇
募
集
科
及
b
定
員
 

3
5年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
 
生

産
技
術
科
 
2
0名
 

・女
性
 
昭
和
4
3年
4
月
2
日
、
昭
和
 

制
御
技
術
科
 2
0名
 

4
4年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
 
電
子
技
術
科
 
3
0名

◇
会
費
 
・
男
性
 
1
万
2
0
0
0
円
 

情
報
技
術
科
 
3
0名
 

・女
性
 
1
万
円
 
◇
受
験
資

格
 
高
等
学
校
卒
業
者
（平

※
た
だ
し
、
祈
願
だ
け
の
方
は
男
女
と
 

成
1
2年
3
月
見
込
み
の
も
の
を
含
む
）
 

も
6
0
0
0
円
で
す
。
 

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

◇
会
費
の
納
入
方
法
 
左
記
の
銀
行
へ
 
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。
 

お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
験
料
 
1
万
8
0
0
0
円
 

・

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
 
◇

試
験
科
目
 

普
通
口
座
 
1
8
8
6
2
1
1
 

数
学
（
数
学
I
）
、英
語

（
英
語I
)
 

・

み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支
店
 
◇

願
書
受
付
期
間

普
通
口
座
 
1
5
4
4
1
4
4
 

1
月
1
1日
因
、
1
月
2
8日
国
 

・

名
義
 
五
所
川
原
市
合
同
除
厄
祈
願
 
◇
試
験実
施
日
 
2
月
8
日
因
 

祭
実
行
委
員
会
代
表
 
山
谷
仁
史
 
◇

授
業
料
（
平
成1
1年
度
実
績
）
 

※
両
銀
行
と
も
名
義
人
は
同
じ
で
す
。
 

年
額
 
2
6
万
9
7
0
0
円
 

両
銀
行
と
も
五
所
川
原
支
店
以
外
か
 ※
入
学
金
、
施
設
費
、
実
験
・
実
習
費
 

ら
の
振
込
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
返
信
ハ
ガ
キ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
月
2
0日
困
ま
で
に
、
 

会
費
及
び
参
加
申
し
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◇
入
寮
費

（平
成
1
1年
度
実
績
）
 

月
額
 
3
万
5
0
0
0
円
 

※
8
0名
収
容
の
男
子
学
生
寮
が
あ
り
、
 

希
望
者
は
選
考
の
う
え
入寮
で
き
ま

す
。
女
子
寮
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、近

く
に
家
庭
的
な
下
宿
があ
り
ま
す
。
 

◇
そ
の
他
 
募
集
要
項
の
請
求
ま
た
は

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

津
軽
民
謡
教
室
の
 

お

知
ら
せ
 

公
（3
5)
3
3
7
1

・
長
尾
 

民
謡
ニ
ュ
ー
盛
会
で
は
、
民
謡
の
好

き
な
方
、
勉
強
し
た
い
方
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

練
習
日
 
毎
月
2
回
 

1
月
1
1日
因
・
2
5日
因
 

2
月
8
日
因
・
2
2日
因
 

3
月
1
4日
因
・
2
8日
因
 

各
日
 
1
4時

、
1
5時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 
視
聴
覚
室
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
対
象
 

5
歳
位
か
ら
8
0歳
ま
で
の
男
女
 

◇
内
容
 
練
習
方
法
は
手
作
り
の
民
謡
 

歌
詞
と
独
特
な
手
作
り
譜
面
で
指
導
 

◇
そ
の
他
 上
達
次
第
で
舞
台
ま
た
は
 

慰
問
等
に
参
加
で
き
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
 

だ
さ
い
。
 

,
 

消
防
本
部
か
ら
の
 

お

知
ら
せ
 

五
所
川
原
消
防
本
部
 

消
防
本
部
で
は
、
西
暦
2
0
0
0
年

問
題
に
つ
い
て
電
話会
社
や
電
力
会
社

等
に
問
題
が
生
じ
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
ま
す
が
、
も
し
、
万
が
ー
に電

話
が
通
じ
な
い
場
合
に
備
え
て
次
の
方

策
を
実
施
し
ま
す
。
 

【
電
話
が
不
通
に

な
つ

た
 

(1
1
9
番
通
報
が
で
き
な
い
）
】
 

万

一
、電
話
が
不
通
に
な
り
火
災
、
 

救
急
、
救
助
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
、
左
記
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

等
に
無
線
機
を
備
え
た
消
防
職
員
及
び

消
防
団
員
を
配
置
し
、
万
全
の
対
策
を

と
り
ま
す
の
で
、
駆
け
込
み
に
よ
る
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
待
機
時
間
 
1
2月
3
1日
 
2
3時
4
5分
 

、
1
月
1
日
 
0
時
3
0分
ま
で
 

※
な
お
、
電
話
に
異
常
が
発
生
し
た
場

合
は
、
復
旧
す
る
ま
で
待
機
し
ま
t
 

◇
待
機
場
所
 

・

次
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

三
好
、
毘
沙
門
、
長
富
、
飯
詰
、
 

梅
沢
、
長
橋
、
七
和
、
栄
、
松
島
、
 

中
川
、
中
央
、
し
き
し
ま
、
富
士
見
 

・

若
葉

「森
の
家
」
 
 

・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

防
災
セ
ン
タ
ー
（
鎌
谷
町
）
 

ま
た
、
松
島
団
地
駐
在
所
前
に
も
消

防
団
員
を
配
置
し
ま
す
。
 

老
人
家
庭
な
ど
で
自
家
用
車
の
な
い

場
合
等
に
備
え
て
、
ご
近
所
の
ご
協
力

も
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

由
ーH
u
「
人
ヒ、

・ー
日
万
 

A
I‘
ー

L

！
 
ノ
 
ー
 
ー
 
‘

よ
づ
 

利
用
の
ご
案
内
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポー
ッ
健
康
課
 

内
線
5
6
0
・
5
6
1
 

●

利
用
期
間
・
リ
フ
ト運
転
時
間
 

①
1
月
4
日
因
、
1
月
1
6日
回
 

9
時

、
2
1時
ま
で
 

②
1
月
1
7日
⑧

、
1
月
3
1日
⑧
 

土
・
日
曜
日
は
9
時

、
2
1時
 

平
日
は
1
6時

、
2
0時
 

③
2
月
1
日
因
、
3
月
3
1日
団
 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
春
休
み
の
み
 

9
時

、
2
1時
 

◇
利
用
料
金
 
無
料
 

◇
そ
の
他
 

・

雪
の
状
態
で
リ
フ
ト
の
運
転
を
休
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

・

酒
気
を
帯
び
た
方
、
ま
た
は
他
人
の

迷
惑
と
な
る
と
認
め
ら
れ
た
方
は
退

場
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

・

ケ
ガ
等
の
応
急
措
置
は
お
こ
な
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
の
責
任
は
負
い
か

ね
ま
す
の
で
、十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
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3
0歳
以
上
の
女
性
へ
 

子
宮
が
ん
・
乳
がん
検
診
が
 

病
院
で
受
け
ら
れ
ま
す
 

健

康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー
各

地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談
ー
 

●

1
月
1
1日因
 
1
1
時

3
0分、
1
3
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
七
和
 

●

1
月
1
3日困
 
1
3
時

、
1
4
時

3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
 

●

1
月
1
7日回
 
1
1
時

、
1
2
時

3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

コ
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

ゴ
 

F
 

成
人
の
相
談
日
L
 

●

1
月
1
2日困
 

1
0
時

、
1
2
時
・
1
3
時

、
1
5
時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●
1
月
2
8日岡
 

1
3
時

、
1
4
時
 

市
保
健
セ
ン
タ
1
 
3階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「
虚血
性
心
疾
患
に
つ
い
て
」
 

◇
講
師
 
西
北
中
央
病
院
第
2
内
科
 

津
井
通
彦
先
生
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

年
に
一
度
は
あ
な
た
自
身
の
健
康
を

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
の
都
合

の
よ
い
時
に
い
つ
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 
3
0歳以
上
の
女
性
（
市民
）
 

◇
実
施
期
間
 

3
月
3
1日ま
で
。
市
民
総
合
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
受
診
方
法
 

市
が
指
定
す
る
産
婦
人
科
の
窓
口
に
 

直
接
申
し
込
み
、
同
時
に
受
診
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

※
な
お
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
い
ず
れ
 

か
単
独
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
健
康
保
険
証
、
健
 

康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

◇
実
施
医
療
機
関
 

安
斎
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

斉
藤
産
婦
人
科
医
院
 

白
生
会
胃
腸
病
院
（
月
・
水
）
 

森
田
診
療
所
 

◇
料
金
 献

血
の
こ
案
内
 

●

1
月
1
4日田
 

1
0
時

、
1
5
時

3
0分 

青
森
県
合
同
庁
舎
前
 

救
急
医
療
当
番
医
 

●

1
月
2
日
田
 

・

清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

五
所
川
原
市
字
鎌
谷
町
1
0
3
 
1
1
 

T
E」
（
3
5)3
6
6
3
 

●

1
月
3
日
回
 

・

田
辺
胃
腸
科
外
科
医
院
 

五
所
川
原
市
字
旭
町
4
01
1
 

T
E」
（
3
5)6
3
55
 

●

1
月
9
日
同
 

・

佐
藤
仁
外
科
胃
腸
科
医
院

五
所
川
原
市
字
田
町
1
2
0
 

T
E
」

（
3
5)6
3
1
1
 

●

1
月
1
0日同
 

・

因
華
峰
会
 
冨
田
胃
腸
科
内
科
医
院

五
所
川
原
市
み
ど
り
町
4
1
1
2
8
 

T
E」
（
3
4)3
2
1
1
 

●

1
月
1
6日同
 

・

江
渡
内
科
医
院
 

五
所
川
原
市
字
旭
町
7
 

T
E」
（
3
4)3
0
0
0
 

◇
対
応
時
間
（
電
話
で
確
認
）
 

9
時

、
1
7
時
ま
で
 

◇
そ
の
他
 
消
防
署
（
救
急
医
院
案
内
）
 

電
話
（
3
4)
4
9
9
9で紹
介
し
ま
 

す
。
 

70歳」ノス上の方、i市民不党非課禾党世帯の方、 

生活保護世帯の方は無恥十です。 （証明書

が必要です） 

-- 国 保 社 保 

頚部細胞診 500円 1,200円 
子宮がん検診 

頚部＋体部細胞診 500円 1,300円 

乳がん検診 視、触診 600円 600円 
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中
央
公
民
館
展
示
紹
介
 

「新
春
み
ん
な
の
ギ
ャラ
リ
と
 

市
中
央
公

民
館
 

公
（
3
5)
6
0
5
6
 

●

1
月
6
日
困
、
1
月
2
3日同
 

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

◇
内
容
 
「浅
木
全
一
写
真
展
」
 

、
2
0
0
0年
を
飾
る
 

明
る
い
子
ど
も
た
ち

ー
 

※
浅
木
氏
が
撮
り
続
け
た
表
情
豊
か
な

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
。
2
1世紀

は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
時
代
で
す
。
 

⑥
「
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
中
央
公
民
館
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

（平
成
1
1
年
1
1
2

月
1
9
日
現
在）
 
 

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
 

交
通
事
故

概
要
 

発
 
生
 

毎
月
ー
日
は
、県
民
交
通
安
全の
日

五
所
川
原
市
交
通
安全
対
策
協
議
会

五
 
所
 
川
 
原
 
警
 
察
 
署

死
 
者
 
傷
 
者
 

青森県内 五所川原警察署管内 

8,361 342 
(+ 351) (+3) 

124 
(-6) 

9 
(-9) 

10,002 416 
(+410) （一 4) 



材料（4人分） 

白身魚 4切れ 

A二 
酒 大さじ2 
塩 小さじ1/5 

赤唐辛子 1本 

大根 b0Og 
あさつき 2本 

のり 1枚 

ー干そば 100 g 
だし汁 1とV2カップ

砂糖 大さじ1とV2 
醤油 大さじ2 

一みりん 大さじ1 
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材料（6人分） 

甘塩鮭 400g (4切れ） 酢 大さじ4 
―酢 大さじ3 B 砂糖 大さじ2 
砂糖 大さじ1 一塩 

A A 
しょうが 薄切り3枚 しょうが ひとかけ 

―ゆずの皮 少々 青じそ又は葉らん 適 

米 	3カップ 

押 し ず し 

あなたも 

作ってみませんか 

大切な家族や自分のために、美 

味しくて健康的な食事を作りたい。 
石63 	 プ」ー _1_'SI _1. 」．n、IZ=I - - →,In 	ails 
二UU 一一 	 それが私たちの願いであり、創意 

二 ― -.一．ーー エ夫の原動力です。 

dじ止.刀干1工王 今年も楽しく、充実したお料理 

を紹介していきますので、ご家族 

の食事のレパートリーに加えてみ 

＝ 五所」~原市食生活改善推進員会 てください。 

テーマ： 

石63 
テーマ： 

」 

白身魚の信濃む し 
一二二二二二＝ー」 

ゆずの香りが上品で、お正月のおもてなしに

ぴったりな逸品です。鮭にはビタミンB1, B2 
が多いため、 「新陳代謝の促進」 「疲労回復」 

にも効果があります。 野菜たっぷりの副菜や汁

物を添えて、バランス良く召し上がってくださ 

vo 

■作り方 

①鮭は皮を下にして身を細くそぎ、バッ トに並

べてAをふりかけ下味をつける。 （しょうが

も千一切りにして） 

②米は普通に炊き、Bで調味し冷ましておく。 

③型を水でぬらし、水気をとったあとラップを

貼り、鮭の水気を一枚一枚ふき、敷き詰める。 

しょうがのみじん切りを散らしすし飯を詰め、 

ラップで蓋をおしてなじませ、食べやすい大

きさに切り、器に青じそ又は葉らんで彩りを

つける。 

※すし飯を調味する時に、ゆずのみじん切りを 

‘昆ゼぎると香りが良くなります。 

蒸し物はヘルシー料理の代表格。煮くずれも

なく、おもてなしに向く」コ品な仕上がりです。 

もみじおろしのさっぱりしたおいしさと辛みが

食欲をそそります。 唐辛子に含ま I11ノるカプサイ

シンが脂肪の代謝を促し、体を温めます。 

■作り方 

①魚はバッ ト又は皿に並べ、酒、塩をかけ10分・

ほどしてから湯気（:7）立った蒸し器に入れ、強

火で15分蒸す。 

②そばは茄でて7埼先いし、ザルに上げる。 

③そばつゆを合わせ、ひと煮立たせる。 

④唐辛子はぬるま湯で柔らかく し、種を抜いて

みじん切りにし、大才艮おろしを軽く絞ったも

のと混ぜ、 もみじおろしを作る。 

⑤あさつきは細かく刻み、のりはあぶってもみ

のりにする。 

⑥蒸し上がった魚は汁気を切って器（中鉢）に

盛り、そばを形よくのせ、そばつゆをかけて一

蒸し器で 4うう、ほど蒸し、もみじおろし、あさ

つきを散らし、 もみのりをふる。 
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五所川原市の様々な出来事をお伝え

してきた「広報こしょがわら」。その中

から昨年掲載された写真で、皆さんの

思い出と一緒にもうー度1999年を振

り返ってみませんか。 

写真の出来事を説明しているもので、正しい番号 

を次の3つから選んでください。 

団「第3回スノーボードフェスティバル」が開催 

された場所は？ 

①グリーンバイオ村スキー場 

②工ルムの街ショッビングセンター駐車場 

③馬ノ神スキー場 

図創立70周年を記念して、生徒達が制作した立侵 

武多「不動明王」を運行した高校は？ 

①五所川原高等学校 

②五所川原農林高等学校 

③下山学園五所川原商業高等学校 

国内陸型地震の発生を想定し、行われた「青森県 

総合防災訓練」に参加した人数は？ 

①約9千500人 

②約1万4千人 

③約2万3千人 

回第3回ふるさとイベント大賞において、優秀賞 

・主催新聞社賞を受賞したのは？ 

①夏まつり「立侵武多の運行」 

②「市制施行45周年」 

③東京ドーム「立倭武多の運行」 

国民族色あふれる舞台で観客を魅了した「アジア 

民族芸能祭lN五所川原」に参加した国は？ 

①中華人民共和国とトルコ共和国 

②大韓民国とネパール共和国 

③タイ王国とトルコ共和国 

◇応募方法 選んだ番号と、郵便番号、住所、氏

名、年齢、電話番号を書いてこ応募ください。 

正解数の多い順、90名様に「特製立倭武多テレ

ホンカード」又は「立倭武多力レンダー」を差し

上げます。 

◇送り先 〒037-8686 五所川原市岩木町12番地

市総務課 お年玉クイズ係まで 

◇ 	平成12年1月12日（水） 

なお当選者の発表は、発送をもって変えさせて 

いただきます。 
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